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領土問題に必要な大局的視点
*)

アジア平和貢献センター理事長

早稲田大学名誉教授・元総長

西 原 春 夫

1.前言

戦後60年以上が経っているのに、日本は今に至るまで三

つの領土問題に悩まされている。悩まされているどころか、

戦争の危険が差 し迫っている島さえある。領土問題は国の

領土主権にかかわるものだから、安易な妥協が許されない

ことはいうまでもない。 しかし、そのような性格を持つ問

題だから、関係両国のナショナリズムがせり合うように高

まり、その果てに武力による解決さえ辞さない急進的な考

えが強まる恐れが本来含まれている。だからこそ領土問題

を論ずる場合には、その問題が

このような性格を持つものであ

ることを意識の根底に置き、戦

争を避けるためにはどうすれば

よいか、大局的な視点から解決

策を考えていく必要がある。そ

の大局的な視点とは具体的にど

のようなものであるのか、その

ような視点に立 った場合、どのような解決策が考えられる

*)本論文は、2013年 2月 9日 に開催された NEASE― Net第25回政策セミナーでの報告に対応したものである。(NEASE―Net)
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